
おおずニュース

清水久
く

二
に

博
ひ ろ さん

（柚木）
元大洲市議会議員

田渕　温
は る

子
こ  さん

（長浜町下須戒）
長浜幼稚園園長

有友　正
しょう

一
い ち さん

（肱川町名荷谷）
元３等海尉

村上　　光
あきら さん

（常磐町）
県警察嘱託医

徳田　隆
た か

安
や す さん

（平野町平地）
元大洲地区広域消防
事務組合消防監

河合　三
さ ぶ

郎
ろ う さん

（田口）
元三善小学校長

栄野　安
や す

広
ひ ろ さん

（河辺町北平）
元河辺村消防団団長

大野　隆
りゅう

一
い ち さん

（八多喜町）
元海上保安官

二宮　　進
すすむ さん

（戒川）
元特定郵便局長

　

清
水
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
に
ご
尽

力
さ
れ
た
ご
功
績
に
よ
り
、
こ
の
た
び
旭
日
双
光
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
渕
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
幼
児
教
育
に
ご
尽

力
さ
れ
た
ご
功
績
に
よ
り
、
こ
の
た
び
瑞
宝
単
光
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

有
友
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
防
衛
業
務
に
ご
尽

力
さ
れ
た
ご
功
績
に
よ
り
、
こ
の
た
び
瑞
宝
単
光
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
上
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
県
警
察
の
嘱
託
医

と
し
て
ご
尽
力
さ
れ
た
ご
功
績
に
よ
り
、
こ
の
た
び

瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

徳
田
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
消
防
業
務
に
ご
尽

力
さ
れ
た
ご
功
績
に
よ
り
、
こ
の
た
び
瑞
宝
双
光
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

河
合
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
学
校
教
育
に
ご
尽

力
さ
れ
た
ご
功
績
に
よ
り
、
こ
の
た
び
瑞
宝
双
光
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

栄
野
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
消
防
業
務
に
ご
尽

力
さ
れ
た
ご
功
績
に
よ
り
、
こ
の
た
び
瑞
宝
単
光
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
野
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
海
上
保
安
業
務
に

ご
尽
力
さ
れ
た
ご
功
績
に
よ
り
、
こ
の
た
び
瑞
宝
単

光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
宮
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
郵
政
業
務
に
ご
尽

力
さ
れ
た
ご
功
績
に
よ
り
、
こ
の
た
び
瑞
宝
双
光
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

 
秋

の

叙

勲
 

秋
の
叙
勲
（
危
険
業
務
従
事
者
功
労
）

 

高
齢
者
叙
勲

旭日双光章

瑞宝単光章

瑞宝単光章

瑞宝双光章

瑞宝双光章

瑞宝双光章

瑞宝単光章

瑞宝単光章

瑞宝双光章
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弊
社
は
、
創
業
か
ら
約
70
年

間
、
い
り
こ
を
は
じ
め
と
し
た

海
産
物
の
卸
売
・
小
売
業
を
営

ん
で
い
ま
す
。

　

従
来
は
、
店
舗
で
の
小
売
り

や
贈
答
用
の
取
り
引
き
が
中
心

で
し
た
が
、
数
年
前
に
弊
社
が

開
発
し
た
、
伊
予
灘
産
の
良
質

な
い
わ
し
を
使
用
し
た
「
い
わ

し
黒
酢
南
蛮
」
が
東
京
に
あ
る

愛
媛
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で

ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
現
在
で
は
東
京

の
卸
業
者
と
の
取
り
引
き
が
増

え
て
き
て
い
ま
す
。

　

都
市
部
で
ヒ
ッ
ト
さ
せ
た
こ

と
で
、
東
京
の
卸
売
業
者
か
ら

商
談
の
申
し
出
が
あ
っ
た
こ
と

は
何
よ
り
も
う
れ
し
く
、
自
分

の
商
品
が
認
め
ら
れ
た
証
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

弊
社
で
は
、
よ
り
良
質
な
素

材
を
使
用
す
る
た
め
に
、
一
匹

一
匹
手
間
暇
を
か
け
て
手
選
別

を
し
て
い
ま
す
。
た
だ
お
い
し

い
だ
け
で
は
な
く
、
ま
た
食
べ

た
い
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
物
を

提
供
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
良
質
な
商
品
を
作
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
、
豊
富
な

栄
養
分
を
含
ん
で
い
る
肱
川
の

存
在
が
非
常
に
大
き
い
と
思
い

ま
す
。
全
国
で
も
有
数
の
良
質

な
魚
が
獲
れ
る
漁
場
が
、
こ
の

大
洲
に
あ
る
こ
と
は
本
当
に
あ

り
が
た
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

最
近
で
は
人
手
不
足
、
不
安

定
な
漁
獲
量
の
変
動
な
ど
の
問

題
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

５
年
、
10
年
先
を
見
据
え
た
土

台
を
作
っ
て
い
く
た
め
に
も
、

し
っ
か
り
と
現
状
を
維
持
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
お
客
様
が
ま
た
食

べ
た
い
、
他
の
店
と
は
違
う
と

感
じ
る
商
品
を
提
供
し
て
い
き

ま
す
。
知
る
人
ぞ
知
る
長
浜
の

名
店
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま

す
。

【がんばる市内企業の事業活動や事業展開を紹介します】

有限会社 竹内海産物
～知る人ぞ知る長浜の名店を目指して～

◇所在地　大洲市長浜
◇電　話　52－1355

野　鳥

アオジ（青鵐）
スズメ目ホオジロ科
全長16㎝

　11月初旬に渡ってくる冬鳥です。庭先の茂みや
公園の植え込みなどにもやって来て、雑草の種な
どを食べています。人々の営みの近い所でも生活
していますが、危険が迫ると茂みに逃げ込み、「ヂ
ッ」という鳴き声で存在を知ることができます。
アオジもそうですが、今期の野鳥の少なさは異常
としか言いようがありません。台風などに繁殖地
がやられ、子育てが上手くいかなかったのか、も
しくは東北の大震災の影響なのか、はっきりとし
た答えは見つかっていません。冬鳥は日本だけで
なく大陸からも渡ってくるため、国内だけの情報
だけでは分りませんが、長年にわたって羽数や種
を記録することで、気象変動や人工的に起きる環
境の影響などを知ることができると思います。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

が
ん
ば
る
大
洲
企
業

文化財
小
お

藪
やぶ

温泉本館
国登録有形文化財　
個人所有

　小藪温泉は、一級河川「肱川」の支流である小
藪川の渓谷沿いに所在する湯

とう

治
じ

場
ば

温泉です。明治
年間には、すでに源泉のそばに入浴場が設けられ、
多くの入浴客でにぎわったと伝えられています。
　また、大正 ３ 年刊行の『喜多郡の華』という冊
子の中では、「喜多郡十二自慢」として名所部門の
１つに選ばれています。
　本館の建物は、大正１１年（1922）ごろの建築と
考えられていて、木造入母屋造の三層楼閣風の温
泉旅館です。道路側に面した ２ 階に玄関があり、
３ 階とともに客室に利用されていて、渓谷側の１
階は浴室と食堂になっています。
　県内でも三層楼閣風の木造旅館建築は数少なく、
現役の旅館建築として大変貴重なものです。

　（平成１２年 ９ 月２６日登録）

シリーズ
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と
っ
て
お
き
の
撮
影

ス
ポ
ッ
ト
探
し
て
い
ま
す

　
「
こ
の
季
節
に
」「
こ
の
場
所
か
ら
」

「
こ
の
角
度
で
」
な
ど
、
あ
な
た
だ

け
の
と
っ
て
お
き
の
撮
影
ス
ポ
ッ
ト

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

み
な
さ
ん
か
ら
ご
紹
介
い
た
だ
い

た
写
真
・
場
所
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
定
期
的
に
紹
介
し
ま

す
。

【
情
報
の
提
供
方
法
】

　

様
式
な
ど
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
題
名
・

コ
メ
ン
ト
・
撮
影
場
所
を
記
載
し
て

く
だ
さ
い
。

　

郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
・
持
参

い
ず
れ
も
可

【
問
い
合
わ
せ
先
】

商
工
観
光
課
観
光
係　

☎
㉔
２
１
１
１
︵
内
線
５
３
２
︶

℻
㉔
０
０
８
０

メ
ー
ル

syoukoukankouka@
city.ozu.

ehim
e.jp

大洲の食育 　大洲市では、「大洲市食育推進計画」に基づいて食育の推進を図ってい
ます。その活動の一つとして食に関する情報を定期的に掲載します。
　今回は、社会福祉課の活動の一部を紹介します。

　12月１日㈭、大洲市役所大ホールにおいて、「食」について楽しく考えてもらうため、大洲市（公立・
私立）保育所入所児童保護者・職員を対象とした「大洲市保育所食育講演会」を開催しました。

　第１部では笑顔があふれ、第２部ではジーンと胸に響いて涙…。日々の何気ない食生活を振り返り、
次へとつながる有意義なひとときとなりました。

　大洲市保育所食育講演会の実施　

＜第１部　保育所食育コンクール表彰式＞ ＜第２部　食育講演＞
演
題

　「
日
々
の
中
に
あ
る
大
切
な
こ
と
」

講
師
　
木
村
ま
さ
子
　
先
生

（「
木
村
拓
哉
」さ
ん
の
お
母
さ
ん
で
す
。）

 【
観
光
係
職
員
の

お
勧
め
シ
ョ
ッ
ト
】 

「
肱
川
あ
ら
し
」

　

 　

世
界
で
も
珍
し
い
大
洲
を
代
表
す
る

自
然
現
象
で
す
。
肱
川
あ
ら
し
展
望
公

園
か
ら
の
撮
影
で
す
。

「
雲
　
海
」

　

 　

柳
沢
に
あ
る
雲
海
展
望
公
園
か
ら
は

目
の
前
に
白
い
海
が
広
が
っ
て
お
り
、

冬
し
か
楽
し
め
な
い
風
景
で
す
。

食育絵画コンクール入賞作品で
デザインした、2012年食育カレ
ンダーを作成しました！
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まちのわだい

多彩なパフォーマンスを披露！　 ～ 第 １ 回 大 洲 楽
が く

芸
げ い

会
か い

～

紅 葉を満喫 　～白滝もみじフェスティバル～

11／27㈰

　普段、小グループや個人では利用することが難しい市民会館
大ホールを開放して、市民のみなさんがパフォーマンスを披露
する「第１回大洲楽芸会」が開催されました。
　開会で清水市長は、「できるだけ多くの人に、市民会館のホ
ールに親しんでもらいたい。出演者のパフォーマンスを楽しん
でいただきたい」とあいさつを述べました。
　楽芸会には３５組の出演者がエントリーし、歌やダンス、バン
ド演奏など、日頃の練習の成果を披露しました。
　会場には大勢の見学者が訪れ、完成度の高いステージ発表に
大きな拍手を送っていました。

　白滝公園（大洲市白滝）で、１１月２０日㈰に「滝まつり」が、
１１月２３日（水・祝）には「るり姫まつり」が行われました。
　２０日の滝まつりには、子どもみこしや餅まきなどが催された
ほか、２３日のるり姫まつりでは、あでやかな衣装に身をまとっ
た小学生の女児が、「るり姫」の霊を供養した後、滝つぼへ花
みこしを投げ込み、その霊を慰めました。
　当日は、あいにくの天候でしたが、雄大な渓谷美を訪れた観
光客は、紅葉を満喫していました。

元気にスタート！！

11／20㈰
23㈬

　毎年１２月の恒例行事である肱川健康マラソン大会が開催され
ました。
　このマラソン大会は、 １ ㎞、 ２ ㎞、 ４ ㎞の ３ つの中からコー
スを選び、肱川町の町並みを背に完走を目指して走ります。今
年は、 ２ 歳から５２歳まで、合わせて１４９人が参加して行われま
した。
　大洲市立肱川中学校をスタート地点として午前１０時からコー
スごとに順次スタートし、参加者全員、無事に完走しました。
　完走後は、肱川町青年団のみなさんが手作りの豚汁でもてな
しました。参加者は心も体もポカポカに温まり、自然に笑みが
こぼれていました。

冬の寒さにもマケズ 　 ～第２９回　肱川健康マラソン大会～12／11㈰

和太鼓の演奏
（和奏のみなさん）

ダンスを披露
（Step J@mのみなさん）

稚児行列（西滝寺にて）
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